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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成20年2月28日(2008.2.28)

【公開番号】特開2007-46142(P2007-46142A)
【公開日】平成19年2月22日(2007.2.22)
【年通号数】公開・登録公報2007-007
【出願番号】特願2005-234650(P2005-234650)
【国際特許分類】
   Ｃ２５Ｄ   3/46     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  18/42     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  18/48     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ   3/56     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２５Ｄ   3/46    　　　　
   Ｃ２３Ｃ  18/42    　　　　
   Ｃ２３Ｃ  18/48    　　　　
   Ｃ２５Ｄ   3/56    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月10日(2008.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　銀塩を含む可溶性塩と、
　一般式（Ｉ）：

【化１】

（式中、ｎは１～４の整数を表す（なお、ｎ＝１の場合は、電気メッキ浴としてのみ用ら
る）。Ｒ1及びＲ2は同一又は異なって、Ｃ1～3アルキル又は水酸基が置換してもよいＣ2

～6アルキレン基を表す。Ｍは、水素、アルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム
又は有機アミンを表す。）で示される化合物、
　一般式（ＩＩ）：

【化２】

（式中、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は同一又は異なって、Ｃ1～3アルキル又は水酸基が置換しても
よいＣ2～6アルキレン基を表す。Ａ、Ｂ及びＣは同一又は異なって、水酸基、カルボン酸
又はその塩、スルホン酸又はその塩、ホスホン酸又はその塩、或いは置換又は非置換アミ
ン－Ｎ（Ｒ4）（Ｒ5）又は－Ｎ（Ｒ6）を表す。「塩は、アルカリ金属、アルカリ土類金
属、アンモニウム又は有機アミンを表す。Ｒ4及びＲ5は同一又は異なって、水素又はＣ1

～5アルキルを表し、Ｒ6は、水素又は１～３個の水酸基が置換したＣ1～5アルキル基を表



(2) JP 2007-46142 A5 2008.2.28

す。」）で示される化合物、及び、
　一般式（ＩＩＩ）：
【化３】

（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4は同一又は異なって、Ｃ1～3アルキル又は水酸基が置換し
てもよいＣ2～6アルキレン基を表す。Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤは同一又は異なって、水酸基、カ
ルボン酸又はその塩、スルホン酸又はその塩、ホスホン酸又はその塩、或いは置換又は非
置換アミン－Ｎ（Ｒ4）（Ｒ5）又は－Ｎ（Ｒ6）を表す。「塩は、アルカリ金属、アルカ
リ土類金属、アンモニウム又は有機アミンを表す。Ｒ4及びＲ5は同一又は異なって、水素
又はＣ1～5アルキルを表し、Ｒ6は、水素又は１～３個の水酸基が置換したＣ1～5アルキ
ル基を表す。」）で示される化合物からなる群より選ばれた１種以上のスルフィド系化合
物と、
を含有するシアン化物非含有銀系メッキ浴。
【請求項２】
　少なくとも一般式（Ｉ）の化合物を含有し、
　一般式（Ｉ）の化合物は、
　式（ＩＶ）：

【化４】

で示される化合物、及び、
　式（Ｖ）：
【化５】

で示される化合物の少なくとも一方である、
請求項１に記載のシアン化物非含有銀系メッキ浴。
【請求項３】
　可溶性塩は、銀以外の金属の金属塩をさらに含み、
　前記金属塩は、スズ、ビスマス、インジウム、鉛、銅、亜鉛、ニッケル、金、パラジウ
ム及び白金からなる群から選択された１種以上の金属である、
請求項１又は２に記載のシアン化物非含有銀系メッキ浴。
【請求項４】
　ノニオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤、カチオン系界面活性剤及び両性界面活
性剤の少なくとも１種の界面活性剤をさらに含有する、請求項１から３のいずれか１項に
記載のシアン化物非含有銀系メッキ浴。
【請求項５】
　酸化防止剤をさらに含有する、請求項１から４のいずれか１項に記載のシアン化物非含
有銀系メッキ浴。
【請求項６】
　被メッキ体が請求項１から５のいずれか１項に記載のシアン化物非含有銀系メッキ浴を
用いてメッキされてなる、メッキ体。
【請求項７】
　被メッキ体は、銅系素材で構成された部分を有する電子部品である、請求項６に記載の
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メッキ体。
【請求項８】
　請求項１から５のいずれか１項に記載のシアン化物非含有銀系メッキ浴を用いて、被メ
ッキ体にメッキを施すステップを含む、メッキ方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
【化１】

（式中、ｎは１～４の整数を表す（なお、ｎ＝１の場合は、電気メッキ浴としてのみ用ら
る）。Ｒ1及びＲ2は同一又は異なって、Ｃ1～3アルキル又は水酸基が置換してもよいＣ2

～6アルキレン基を表す。Ｍは、水素、アルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム
又は有機アミンを表す。）で示される化合物、
　一般式（ＩＩ）：
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